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業績分析

■ 売上高
2012年度（2013年3月期）においては、欧州政府の債務問
題が続く中で新興国の経済成長が鈍化し世界経済の減速へ
と波及しました。海外では、米国経済は堅調な個人消費に支え
られ順調に回復の動きが見られた一方、欧州経済は後退局面
が続き、欧州が最大の輸出先となる中国、さらには他の新興国
経済においても成長は鈍化しました。国内では、前半は海外経
済の成長が鈍化する中で輸出を中心に弱い動きが見られまし
たが、後半は個人消費が回復するとともに復興需要などを背
景として住宅投資、政府支出が増加したことなどにより経済は
回復に向かいました。
当社グループでは、「グローバル展開」と「新規分野への展
開」によるビジネス領域の拡大を成長戦略として掲げ、事業を
展開しています。とりわけ中期的な需要の拡大が見込まれる中
国では、積極的に販売網を拡充するとともに生産能力の増強
を図ってきました。加えて、その他新興国においてもメキシコで
は新たな工場の建設に着工し、インドでも販売の現地法人を
設立するなど、将来の成長に向けた投資を積極的に行ってい
ます。また、震災を契機として地震対策への意識が高まる中、
当社の免震・制震装置の有効性を訴求し積極的に拡販に努め
るなど、新たな市場の開拓に、より一層注力しています。当連結

会計年度においては、前半はスマートフォンやタブレットPCな
どに関る投資に牽引され、エレクトロニクス関連を中心として
需要に回復の動きが見られる中、これまでに強化してきた事業
体制を活かして積極的な拡販に努めました。しかしながら、夏
場以降、エレクトロニクス関連の需要が減少したことなどによ
り、連結売上高は前期に比べて285億円（14.5％）減少し
1,683億66百万円となりました。

■ 売上原価
コスト面では、経営基盤の強化に向けた部門横断プロジェ
クト「P25プロジェクト」をはじめとした各種改善活動により固
定費の効率化と変動費比率の低下が図られ減益幅の抑制に
寄与しましたが、売上高の減少幅が大きかったことなどによ
り、売上高原価率は前期に比べて1.1ポイント上昇し73.7％と
なりました。

■ 販売費及び一般管理費
販売費及び一般管理費は、各種費用の抑制や業務の効率
化に努めたことに加え、売上高が減少したことなどにより、前
期に比べて16億23百万円（4.7％）減少し326億5百万円とな
りましたが、売上高に対する比率は前期に比べて2.0ポイント
上昇し19.4％となりました。
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■ 営業利益
これらの結果、営業利益は前期に比べて80億52百万円

（40.8％）減少し116億92百万円となり、売上高営業利益率
は3.1ポイント低下し6.9％となりました。

■ 営業外収益、費用
営業外損益は、持分法による投資利益が１億99百万円と

なったことに加え、為替差益が26億51百万円となったことな
どにより、30億72百万円の収入となりました。

■ 経常利益、当期純利益
　これらの結果、経常利益は前期に比べて43億6百万円
(22.6％)減少し147億65百万円、当期純利益は28億33百万
円(22.4％)減少し98億8百万円となりました。

所在地別セグメントの状況

日本
日本では、前半は海外経済の成長が鈍化する中で輸出を中
心に弱い動きが見られましたが、後半は個人消費が回復する
とともに復興需要などを背景として住宅投資、政府支出が増
加したことなどにより経済は回復に向かいました。当社におい
ては、前半はスマートフォンやタブレットPCなどに関る投資に
牽引されエレクトロニクス関連を中心として需要が緩やかな
回復基調で推移しました。そのような中、積極的な営業活動を
展開するとともに新規分野への開拓により一層注力しました
が、夏場以降、エレクトロニクス関連を中心として需要が減少
したことなどにより、売上高は前期に比べて189億50百万円
（15.0％）減少し1,070億5百万円となりました。また、経営基
盤の強化に向けた部門横断プロジェクト「P25プロジェクト」
をはじめとした各種改善活動の効果が減益幅の抑制に寄与し
ましたが、売上高の減少幅が大きかったことなどにより、セグメ
ント利益（営業利益）は前期に比べて50億39百万円
（30.3％）減少し115億75百万円となりました。

米州
米州では、堅調な個人消費を背景に自動車生産が好調に推
移し、設備投資の増加に波及しました。そのような中、製販一
体となって既存顧客との取引拡大並びに新規分野の開拓に努
めた結果、エレクトロニクス関連の需要が減少する中でも一般
機械や輸送用機器向けなどにおいて売上高を増加させること
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ができ、売上高は前期に比べて4億73百万円（2.2％）増加し
223億8百万円となりました。一方、セグメント利益（営業利
益）は、為替が円高ドル安基調で推移したことなどにより、１億
72百万円（14.6％）減少し10億10百万円となりました。

欧州
欧州では、政府の債務問題の影響により経済の後退が続く

中、アジア経済の成長の鈍化を背景としてこれまで需要を牽引
していた機械メーカーのアジア向け輸出も減少しました。当社
においては製販一体となって既存顧客との取引拡大並びに新
規分野を開拓すべく積極的な営業活動を展開しましたが、既
存顧客において全般的に需要が減少したことなどにより、売上
高は前期に比べて48億5百万円（24.2％）減少し150億62
百万円となりました。そのような中、生産性の向上を図るとと
もに各種費用の抑制に努めましたが、売上高の減少に加え為
替が前期に比べて円高ユーロ安基調で推移したことなどによ
り、セグメント損益（営業損益）は94百万円減少し3億78百万
円の損失となりました。
 
中国
中国では、最大の輸出先となる欧州経済の後退などを背景

として経済成長が鈍化しました。当社においては、スマートフォ
ンやタブレットPCなどに関る投資に牽引され、春先以降、小型
の工作機械向けなど一部の需要に改善の動きが見られる中、
これまで強化してきた販売網を活かし積極的な営業活動を展
開しました。しかしながら、夏場以降、小型の工作機械向けに

おいても需要が減少したことなどにより、売上高は前期に比べ
て36億90百万円（21.6％）減少し134億27百万円となりま
した。セグメント損益（営業損益）は、売上高の減少に加え将来
の成長に向けた積極的な投資などの結果、前期に比べて29億
31百万円減少し3億35百万円の損失となりました。

その他
　その他では、台湾やASEAN各国などにおいて、春先以降、
エレクトロニクス向けに加えて小型の工作機械向けなど一部
の需要に改善の動きが見られました。そのような中、既存顧客
との取引拡大並びに新規顧客を開拓すべく積極的な営業活動
を展開しましたが、好調だった前期に比べて売上高は15億27
百万円（12.6％）減少し105億61百万円となりました。セグメ
ント利益（営業利益）は、売上高の減少などにより、2億12百万
円（42.1％）減少し2億91百万円となりました。 
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財政状態

■ 資産、負債、純資産の状況
資産
流動資産は、前期末に比べて47億11百万円減少し1,939
億40百万円となりました。現金及び預金はフリーキャッシュ・
フローなどにより、51億79百万円増加しました。一方、売上高
が減少したことなどにより売上債権が69億17百万円、たな卸
資産が21億35百万円減少しました。
固定資産は、前期末に比べて95億24百万円増加し992億
5百万円となりました。設備投資を132億79百万円実施した
一方、減価償却費が97億82百万円となったことに加え、期末
にかけての円安に伴う在外子会社資産の換算などにより、有
形固定資産は80億85百万円増加しました。さらに、投資その
他の資産が12億77百万円増加したことなどが主な要因です。
これらの結果、総資産は前期末に比べて48億12百万円増
加し2,931億45百万円となりました。

負債
負債は、前期末に比べて87億28百万円減少し1,040億87
百万円となりました。売上高の減少に伴い仕入債務が68億
15百万円減少したことに加え、未払金が17億40百万円減少
したことなどが主な要因です。なお、長期借入金200億円の返
済期限が1年以内となったため、固定負債から流動負債に振り
替わっています。

純資産
純資産は、前期末に比べて135億41百万円増加し、1,890
億58百万円となりました。当期純利益が98億8百万円となっ
たことに加え、主にドル及びユーロに対する円安の影響により
為替換算調整勘定が前期末に比べて87億72百万円増加した
一方、期中に自己株式を25億65百万円取得したほか、配当金
25億48百万円などが主な要因です。
 
■ キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純
利益147億37百万円、減価償却費99億73百万円、売上債権
の減少83億29百万円、たな卸資産の減少36億52百万円、仕
入債務の減少80億96百万円などにより、203億95百万円の
キャッシュ・イン（前期は165億4百万円のキャッシュ・イン）と
なりました。
投資活動によるキャッシュ・フローは、主に固定資産の取得

により、152億84百万円のキャッシュ・アウト（前期は108億
63百万円のキャッシュ・アウト）となりました。
財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得によ

る支出25億65百万円、配当金の支払額25億48百万円など
により、53億87百万円のキャッシュ・アウト（前期は69億37
百万円のキャッシュ・イン）となりました。
これらの結果、当期末における現金及び現金同等物の残高
は、前期末に比べて51億79百万円増加し、1,159億67百万
円となりました。
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 リスク要因

当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能
性のあるリスクや不確定な要因には以下のようなものがありま
すが、これらに限定されるものではありません。
なお、本項に含まれる将来に関する事項につきましては、
2013年6月17日現在において、当社グループが判断したもの
です。

LMシステムへの依存体質について
当社グループは、LMガイド（直線運動案内）を中心とする 
LMシステムの製造・販売を主たる事業としており、売上高の大
部分をLMシステムの販売に依存し、今後しばらくは、こうした
状況が続くことが予想されます。しかしながら、予想し難い技術
革新によって、当社製品が機械要素部品たる地位を失うに至っ
た場合には、当社グループの経営成績及び財政状態が悪影響
を受けるおそれがあります。

特定産業界における生産動向の変化から受ける影響について
当社グループは、LMガイド、ボールねじなどの機械要素部品

とリンクボール及びサスペンションボールジョイントなどの輸送
用機器要素部品を製造・販売しており、工作機械、一般機械や
半導体製造装置をはじめとする産業用機械メーカーと輸送用
機器メーカーが主要ユーザーです。当社グループでは、海外展
開及び新規分野への展開によりユーザー層の地域的及び用途
的拡大に努めていますが、現状においては 、当社グループの業
績は基盤となる顧客である工作機械、一般機械、半導体製造
装置、輸送用機器などの産業界における生産動向に影響を受
けています。
将来においても、当社グループの経営成績及び財政状態が、
特定の産業界における生産落ち込みによって悪影響を受ける
おそれがあります。

海外事業の拡張について
当社グループは、米州、欧州、アジア他に製造・販売拠点を
有していますが、当社グループの製品を製造・販売している各
国の景気後退や、それに伴う当社製品需要の縮小、あるいは
海外各国における予期せぬ法規制などの変更により、当社グ
ループの経営成績及び財政状態が悪影響を受けるおそれがあ
ります。

為替レートの変動について
当社グループは、事業の一部を外貨建てで行っていますの

で、先物為替予約などによって為替リスクヘッジに努めていま
す。しかしなから、為替レートに予期しない大きな変動が生じた
場合、当社グループの経営成績及び財政状態が悪影響を受け
るおそれがあります。

特定供給元への依存について
当社グループは、原材料・部品の一部をグループ外の供給元

から調達しています。その特性により供給元が限定される場合
があり、供給元の生産能力や自然災害、不慮の事故などによ
り、原材料・部品の不足が生じ、生産活動が悪影響を受けるお
それがあります。

品質不適合の発生について
当社グループの製品は、工作機械、産業用ロボット、液晶製
造ライン、半導体製造装置など先進メカトロニクス機器の高精
度化・省力化・高速化を必要とする産業分野に多く採用されて
いますが、当社製品の用途の拡大に伴い、人の生活に密接な関
係を持った、自動車、高層ビルなど各種建物の免震・制震装置、
医療機器、アミューズメント機器、航空機器などにも幅広く採用
されるようになりました。
当社グループは、上記を考慮し、あらゆる市場に適合する高

い品質保証体制を目指し構築してきていますが、一部の市場で
の不適合が発生した場合、多大な費用の発生や社会的信用な
どの低下により経営成績及び財政状態が悪影響を受けるおそ
れがあります。

情報セキュリティについて
当社グループは 、事業を行うにあたり、当社グループ及び顧
客・取引先などについての個人情報及び事業に関連する営業
秘密を保有しています。当社グループでは、これらの情報の管理
に努めていますが、コンピュータウィルスや情報システムの不具
合などにより情報が流出した場合には、当社グループに対する
信頼低下に繋がり、経営成績及び財政状態が悪影響を受ける
おそれがあります。

災害・テロ・感染症などについて
当社グループは、日本国内はもとより、米州、欧州、アジア他

に製造・販売拠点を有していますが、これらの事業拠点におい
て、地震・火災などの災害やテロ攻撃・戦争による政情不安ま
たは感染症蔓延などによる被害を受けた場合には、当社グ
ループの経営成績及び財政状態が悪影響を受けるおそれが
あります。

原材料価格の高騰
原油高の影響、原材料供給国の社会情勢、新興国による需
要の高まりなどの原因により原材料価格が予期せぬ高騰を示
した場合に、当社製品の製造原価も高騰することになり、当社
グループの経営成績及び財政状態が悪影響を受けるおそれが
あります。
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連結損益計算書
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連結包括利益計算書
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連結株主資本等変動計算書
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連結キャッシュ・フロー計算書
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36ページから48ページは有価証券報告書の一部を抜粋して掲載したものです。
注記情報を含めた有価証券報告書の全文は、金融庁が運営するEDINET（http://info.edinet-fsa.go.jp/）及び
当社ホームページ (http://www.thk.com/jp/) にてご覧頂くことができます。
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